
平城宮跡・藤原宮跡の整備

庶務部・平城宮跡発掘調査部・飛鳥藤原宮跡発掘調査部

1.平城宮跡の整備

1991年度に実施した宮跡挫折iiは，朱雀門ie:担当復原.宮内省i!B北殿復mt，兵部省地区整備，北
而大垣地区整備，第一次大極殿地区盤11mなどを行った。

朱雀門基壇の復原 当工事の 3年度目で，すでにでき上っている基国コンクリー卜躯体に外装

の石材を取り付ける作業を行い，本体部分についてはほぼ完成した。石材は石川県小松市沌ヶ

原から産出する凝灰岩切石を用い，基壇の立上り部，正背聞の階段者1¥および基極上而の張石ま

でを施工した。今回特に留意したのは.基壇外装とコンクリート躯体との桜合而の処理で，大

而mとなる基国上而から浸透する同水をいかに誘導するかであった。種々の方法を検討した結
果，師7.5cll1の羽目石裏側空Ijjn部に，立上り約1.6mのうち下約3分の 1は砕石を詰め，上3分

の2には新たに開発した小バルーン状で透水性のあるスチレンポールを適度にエポキシ系の接

着剤lを加えながら詰め込むという方法をとった。 ~檀M上のお石はかなりの重誌があるため，

その下には空練りモルタルを敷いたが，約 1m 毎:に前記充填材で雨水誘導路をつくり，またilIl:

下の地礎石下には塩ピパイプを挿入して自然排水するよう配慮した。

礎石は事前の再発掘調査の結果，自然石であることが判明したのでこれにならったが，石材

は岡山市犬品産の花両岩自然石を用いた。ただ，将来建物本体を復原する|努の補強方法が保定

していないこともあって，躯体同様鉄骨補強iの有無の両家に対応できるよう，礎石下の詰物に

は磁石の据え替えをしやすくするため雨蛮漆喰で処理した。

今後の工事として，既設左右築地との取合せ部分および外周の整備工事が残されており，こ

れらは来年度以降の施工となる予定である (図中 A)。施工而積653.74m'，総工事費81，360千円。

十寸剖 iidlt 宮内省西北殿の復原 仰に続き今年度
-r関斡晶、封印l から山の伽にとりかかった。西北殿は

よr:"-::J ，r ~'~ ，.~:...- j'. IJ JrlL.:..品川耐出 1: iL1fi'Ii殿の北側に位iu:し，やはり'*1北棟の掘立

平城宮跡整備位置図

柱建物で収納庫的な建築であったと考えられ

る。ただ，西南殿より桁行が3間分長く 12間

分あり， 北から 2111]・3111)・7問と 3室に分

割されることが発掘調査によって確認できる。

建物の様相が西南殿と酷似するところから，

椛造 ・JJ':匠とも西南殿にならい，舟JJ.J木 ・叉

首剥lとし，外周には土壁 ・扉口を設け， i百官IIJ

には明かりとりの連子窓をつけ，屋根は杓j主

立と考えた。今年度はi凶Ilf而までの却"土から
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はじめ.迫ー櫛の保護.基礎. ~~I凶甘から 'Iif垂水までの刻l立てを行い. 次年J立で完成する予定であ

る(医I ~I' s)。施工IIIIfi't208. 86 m'，総工事計116.236-f・1'J 0 (制凡作三)

兵部省の復原整備 Hドド!立は袋良市道より西方主主の復似準備を実施したが.本年度は引続き兵

吉lí約の*~p.部と ， 壬生1"]から第二次仰J :主院へ北上する~: ; ~. I付迫路追桃の彼原強制iì を~施した。 兵

自li1'i外周を囲む築地桝と礎石建物/tf:とをj也上it:jl.2m.築地塀内側のn'，白l回以1;と郭内の区下lJiJ)Jf.と
を地上高O.8mの市さに 2段|併に分けて立体的に復原した。建物や築地J))f..区間坊fは空洞コンク

リートプロ・ノクを航み上げて壁体を:iTI~ ，側而にリシンのl次付を行って|土1~，Vrll 1:1:上げとした後，

上耐を IVr而表現の一手法と して土色の自然色~11ì装イ 1 :上げと した。 建物と 回lJiliの柱礎石は生駒山

系ri'ill'，の花尚岩を新たに使用 し，朱裕柱(キシラデコール皮脂，オイルペンキ捻装)と礎石と

を縦に1't通する小孔lこステンレス俸を通してナットで締めて固定した。建物の基1ft化現l:Iま迂HIIt

に倣 って花尚岩自然石の二段杭とし， 1L出上ïfli と î:l:i部i伴氏音lí を自然色~iIì装とした。 W~定市 I"J か

ら北方へ延びる際政1ii跡を検11¥しているため，京l川1均川附H可山ω仰il下引1，1μ，1山州1，
き IÎI引詰J出iiめ . その他を張芝とした。 また[1;-部約京方のl十j北道路敷ではìn似の左右対lfJ;の{立 ;rl~ に独

立柱t前13診を検1.1'， しており.儀式等に立てられた肱竿の1ii跡、とiff;定している。今回はこのうちの

3対 (計6本)を遊び.正合院に伝存する宝物やtj，・ 近世の即位儀式に|刻係する史料等をもとに，

i:.4さがj6 mの鉄製ポール(J旦色ペンキi寝袋)を立て，その上端部にステンレス製の鉾を取 り付

仁コイ問砂利数 じ己 自然色舗張 [:=]lll芝
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けて象般的に復原した。 2か年にわたる兵部省の復原整備では，市道を走る自動車や近鉄線の

車両のIII窓からのみえがかりを考慮しでかなり立体的な手法をf.f:Jいたが，実|祭に区閣内に人聞

が降り立った場合，悦点高に比較して桃造物(とりわけ外周築地桝)がやや向くなりすぎ，遺

構の全体i象を把握するうえで雌点があるとの批判もある。立体表現における山さの問題は今後

の検討議:組である (問中 C)。施工而和5.577rn2 • 総工事q~86.308千l 'Jo (渡辺};j~史 ・ 本司 I J~) 

北面大垣地区整備 この地区は平城宮北而i大垣のうち，朱雀門からのびる平城?苛の中 ~~h線上に

あたっており，北而中門推定地として1988年に発掘調査を行ったi場所である。その結果，ここ

には北而中門は存在せず，大垣の前身をなす指!立柱桝が辿続していること を確認した。平城宮

の北而大垣.fft定地は*端・の水上池尻の堤をなす部分を除いて，そのほとんどが佐紀11fTの人家密

集地内となっており，そのために北而大垣，つまり平減宮の北辺を型解する上で大きな障害と

なっている。そうした周聞の状況の中にあって今回保存，整備した場所はかろうじて確保する

ことができた部分であり.1991年6月10日に特別史跡に迫力11指定された。

整備ii対象地の而郁は1.18]rn2であるが， 同|捌はすべて人家にlf~ り閉まれている。したがって，

整備ではまず第一にここに宮の北而大垣が通っていることをわかりやすく具体的に示すこと。

第こには周辺の住民の方々にとっても親しめる場所となるように多目的に使える広場を確保す

ることとした。

大垣の表示方法は当初，柱を本来の前iさまで立ち上げ柱頭に笠木を淑り付けるというと|土復原

方式とでもH乎ぶべき裟を考えたが，人家経集地であることなどによる管理上の問題点、が想定さ

れたために，少し日ijllli';な柱を80cmの高さまで立ち上げる従来の方法をとった。大垣の北約 8m

の位置にある北腕は両岸を花尚岩切石で護岸し 構成はモルタルに玉砂利を埋め込むイ1:上げと

した。消の採さは危険|りj止を考胤し. lOcl1lと浅くした。大垣の周1mから北Jj:iiまでの城地部分は

インターロッキングブロックを!肱並べた舗装とした。大垣および‘服地部の整備ifijと南側の市道

而とのIf¥jにレベル発が主tじるため，大垣の表示整備jのできない京市部に擬石製の階段を設け見

学者用/1¥入口とし，北原iにはJ疑木製コンクリート板(総幅3m)を敷き通路とした。幼l!の北官[lJ

の本来は路前敷と考えられる部分に真砂土舗装の広場を確保し，また民家に接する外間部には

生垣を設け目隠しとした(図中 0)01.181m2
• 8.73Q1-l-J。

第一次大極殿院地区の整備 第一次大極殿院地区および南に接する第一次別企院地区の暫定的

整備iiの基本方針は1987年の年報に記したとおりである。この方針は]978年に文化庁が策定した

『特別!と跡平城宮跡保存整備恭本椛忽』を前提とし，将来的な建物復原，器出佐原に至るまで

の問の暫定的整備を行おうという考え方である。この基本方針に従って，第一次大極殿院TtiI"](第

[1 WJ) m側までの整備と1989年!立に終了している。本年度は第一次大極殿院中央部を京から西
に流れる統制石説;.~~:水路およびヒューム管のH庁渠水路を，次年度以降に予定している・町定的整

備および将来的な本絡整備に備え，少しit.iに移動させボ yクスカルパート (600X600)の恒久

的時渠(延長約170m)に改修した (図中 E)0 2. 224 111
2

• ] 6 . 305千l'Jo (正:ji~(t要一)
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大型遺物処理棟新営 研究所では水質造物の保存処理装i位として 平城?な-跡発抑制査部に PEG

合反タンクや真空凍結乾燥機等を設問していたが，近年大型 (長尺)の建築部材が多数n¥土し
たことから，それらに対応した大型処理装i丘の導入を}Ijf[次行ってきた。 しかし，大型PEG合法

装j.'rゃ大型真空凍結乾燥機は，既存の施設に収納で・きず.応急抽出としてそれぞれプレハブ造

の別棟に設出していたが， クレ ー ン等のjlli搬装 i~l: もなく， 作業空間 も狭|錠で，作業効率や作業

の安全性なと処理業務に支障をきたすことにもなっていた。そこでこれらの処理装-ili:を集約し.

作業環境の改普や設備の効率化を閃るために，大型地物処理械の新築を行った。新築場所は第

4収蔵庫の酋(W)とした。なお，建築工中は建設省近織地方建設局が，装(tJI:移設及び外椛工事は

研究所が，平成2・3年度に亘り尖泊した。

大型造物処理!械は鉄骨造折版刀平民建 (システム建築)約lOX28rn (建築而研274.7nn で，

壁は銅製サン ドイツチパネル紋を使用し，色彩は既存収j山市に合わせるようにした。

主l付にはPEGfr.i込タンク(大型・J:I"形 ・ 小型)及ぴ真空凍結乾燥機(大型 ・ IH!~) の移設を

行い，ホイストクレーン 2T吊り 22，~を設iR し ， iF:~ I ~物jlliJ般 ・ 造物入柱時にも対r.i:.できるよう

にした。外部にはili物保有好!の;;)<.f'l'i(5 X 6 m)と造物搬入用スロープを設'illした。総工事担

は 1 00 . 538千円であった ( 1豆j~I:J F) o (阪本男・ 小園秀彦)

2.藤原宮跡の整備

m事原宮大極殿|淀東方j或に十字形の凶路を設置して'id定的な整備を行った。この闘路は古跡東

方集落 (市i殿)の住民の要望を受けて，学lli'のjj]!手:路整合iijのために尖施したものである。|主|路

の佼置は，第58次司M査で検出した大級敗|;72東方官lhjの区画i訓に基し、て設定した。すなわち，}4i

i出方向の回路は}4げ)'1芸術の問を京iL4"にj必ずる道路地桃 (SF6640) に心を合わせ，大級殿!記 .~U ) 

堂院*方を Þii北に走る市道から大相i殿I~t

に至る延長115.7rnの施工範聞とした。ま

たI'ii北方向の回路は， 内装束外事1¥.tIlfと東

方'j!.f術とのIU)を南北に縦れする道路地{/It

の来日.に困路の東日UIiを合わせて音1'~lii し

た。施工範囲は市道小房JlTi也尻紋から

1983年度に笑施した案内小広場に至る延

ある。 (本中真 ・渡辺康!と)

藤町、宮絵~Hi平而図
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